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一　
影
山
三
郎
に
つ
い
て

二
〇
二
一
年
一
〇
月
に
、『
朝
日
新
聞
』
の
女
性
専
用
投
稿
欄
「
ひ

と
と
き
」
が
開
設
七
〇
周
年
を
迎
え
た
。

「
ひ
と
と
き
」
欄
を
発
案
し
た
影
山
三
郎
（
一
九
一
一
～
一
九
九

二
）
の
略
歴
に
つ
い
て
、
影
山
の
訃
報
を
伝
え
る
一
九
九
二
年
七
月

一
一
日
の
『
朝
日
新
聞
』
朝
刊
に
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

「
ひ
と
と
き
」
生
み
の
親

	

影
山
　
三
郎
氏
（
か
げ
や
ま
・
さ
ぶ
ろ
う
＝
曙
光
［
引
用
者

注
：
し
ょ
こ
う
］
新
聞
編
集
長
、
元
朝
日
新
聞
東
京
本
社
学
芸

部
長
）
10
日
午
前
０
時
13
分
、
胸
部
大
動
脈
瘤
（
り
ゅ
う
）
破

裂
の
た
め
、
東
京
都
新
宿
区
の
病
院
で
死
去
、
80
歳
。
故
人
の

遺
志
で
、
葬
儀
・
告
別
式
は
行
わ
な
い
。
自
宅
は
新
宿
区
下
落

合
２
の
25
の
３
。
妻
は
文
（
ふ
み
）
さ
ん
。

	

37
年
に
朝
日
新
聞
社
に
入
社
。
太
平
洋
戦
争
時
、
特
派
員
と

し
て
従
軍
、
捕
虜
と
な
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
レ
イ
テ
島
の
収
容

所
で
壁
新
聞
「
曙
光
新
聞
」
を
編
集
。
五
万
人
の
捕
虜
に
、
日

本
国
内
や
世
界
の
情
報
を
提
供
し
た
。
朝
日
新
聞
学
芸
部
次
長

の
こ
ろ
、
家
庭
面
に
読
者
か
ら
の
投
稿
コ
ラ
ム
「
ひ
と
と
き
」

を
企
画
、
52
年
か
ら
掲
載
を
始
め
た
。

	
立
教
大
学
教
授
な
ど
も
務
め
た
。
75
年
に
曙
光
新
聞
を
季
刊

で
復
刊
、
無
名
兵
士
の
記
録
や
日
比
友
好
の
記
事
な
ど
を
中
心

に
編
集
を
続
け
た
 1

。

影
山
三
郎
と
ア
ジ
ア

―
東
京
帝
国
大
学
在
学
時
と
立
教
大
学
在
職
時
を
つ
な
ぐ
も
の

―阪

本

博

志



52影山三郎とアジア

上
記
記
事
を
踏
ま
え
て
拙
稿
「
解
題
『
朝
日
新
聞
家
庭
面
「
ひ
と

と
き
」
欄
の
三
十
年
―
―
戦
後
マ
ス
コ
ミ
読
者
論
』」
に
お
い
て
も
整

理
し
た
よ
う
に
、
メ
デ
ィ
ア
史
の
文
脈
に
お
い
て
影
山
は
、
次
の
三

点
に
お
い
て
足
跡
を
残
し
て
い
る
。

そ
れ
は
第
一
に
、「
ひ
と
と
き
」
の
発
案
者
で
あ
る
点
で
あ
る
。
記

事
で
は
、「
投
稿
コ
ラ
ム
「
ひ
と
と
き
」」
の
始
ま
り
が
一
九
五
二
年

と
な
っ
て
い
る
。
も
と
も
と
「
ひ
と
と
き
」
そ
の
も
の
が
生
ま
れ
た

の
は
一
九
五
一
年
一
〇
月
で
あ
る
。
当
初
は
女
性
文
化
人
に
よ
る
随

想
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
一
九
五
二
年
一
月
よ
り
読
者
か
ら
の
投
稿

も
掲
載
す
る
よ
う
に
な
り
、
四
月
下
旬
よ
り
読
者
の
投
稿
の
み
が
掲

載
さ
れ
た
。

第
二
に
、『
曙
光
新
聞
』
編
集
長
で
あ
っ
た
点
で
あ
る
 2

。

第
三
に
、
立
教
大
学
で
教
鞭
を
と
っ
た
点
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ

う
に
影
山
は
、
一
九
六
八
年
度
後
期
に
非
常
勤
講
師
と
し
て
新
聞
原

論
を
講
義
し
た
の
を
は
じ
ま
り
に
、
活
字
メ
デ
ィ
ア
論
な
ど
を
講
じ
、

一
九
七
六
年
度
に
教
授
を
務
め
た
 3

。

第
一
の
「
ひ
と
と
き
」
に
つ
い
て
、
朝
日
新
聞
社
で
の
影
山
の
経

歴
を
簡
単
に
見
て
お
く
と
、
一
九
三
七
年
四
月
に
東
京
本
社
に
入
社

し
、
社
会
部
に
配
属
さ
れ
た
。
一
九
四
〇
年
一
〇
月
中
央
調
査
会
幹

事
補
佐
と
な
っ
て
い
る
。
戦
争
を
は
さ
み
、
一
九
四
六
年
一
一
月
に

帰
社
し
た
。
一
九
五
〇
年
一
一
月
学
芸
部
次
長
に
、
一
九
五
八
年
一

月
学
芸
部
長
に
就
任
し
て
い
る
。
一
九
六
五
年
五
月
『
朝
日
ジ
ャ
ー

ナ
ル
』
編
集
長
を
経
て
、
一
九
六
六
年
一
〇
月
定
年
退
職
し
た
。
引

き
続
き
一
九
七
二
年
一
〇
月
ま
で
出
版
局
嘱
託
勤
務
を
し
て
い
る
 4

。

こ
の
な
か
で
「
ひ
と
と
き
」
発
案
に
い
た
っ
た
経
緯
は
、
次
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
。

一
九
四
〇
年
、
緒
方
竹
虎
を
会
長
と
す
る
上
記
の
中
央
調
査
会
が

朝
日
新
聞
社
内
に
設
置
さ
れ
る
と
と
も
に
、
影
山
は
そ
の
幹
事
補
佐

と
な
る
。
そ
し
て
「
独
・
伊
・
ソ
連
の
新
聞
政
策
」
の
調
査
を
お
こ

な
っ
た
。
こ
の
レ
ポ
ー
ト
に
影
山
は
次
の
よ
う
な
こ
と
を
書
い
た
。

	

「
ソ
ビ
エ
ト
の
新
聞
は
、
投
書
に
よ
る
記
事
収
集
の
組
織
を
も

つ
。
読
者
の
現
地
報
告
を
整
理
編
集
す
る
。
労
働
者
、
農
民
た

ち
が
仕
事
の
余
暇
を
み
て
、
各
自
の
職
場
か
ら
通
信
を
送
る
。

つ
ま
り
“
ち
ま
た
の
こ
え
”
に
き
く
の
で
あ
る
」

	

「
各
新
聞
社
に
は
投
書
係
が
あ
っ
て
、
取
捨
選
択
す
る
が
、
三

回
採
用
さ
れ
た
投
書
家
は
特
殊
通
信
員
と
し
て
新
聞
社
の
台
帳

に
載
せ
ら
れ
、
原
稿
料
も
支
払
わ
れ
る
」

	
「
農
民
新
聞
の
よ
う
な
特
殊
な
新
聞
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
、
こ
れ

ら
農
業
通
信
員
の
投
書
で
国
内
記
事
を
う
め
る
と
い
わ
れ
、
通

信
員
あ
る
い
は
毎
日
の
投
書
を
調
べ
る
投
書
係
が
、
編
集
局
の
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主
力
と
な
っ
て
い
る
」

	
「
特
殊
通
信
員
運
動
は
、
大
衆
の
意
思
を
表
示
し
、
さ
ら
に
こ

れ
を
組
織
し
、
指
導
す
る
と
い
う
重
要
な
使
命
を
帯
び
て
い
る
。

ソ
ビ
エ
ト
社
会
の
欠
陥
を
つ
こ
う
と
す
る
大
衆
の
意
見
が
も
っ

て
い
る
力
は
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

太
平
洋
戦
争
中
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
レ
イ
テ
島
特
派
員
と
し
て
従
軍
し

た
影
山
は
、
同
島
の
捕
虜
収
容
所
に
収
容
さ
れ
た
。
こ
こ
で
影
山
は
、

手
書
き
の
『
曙
光
新
聞
』
を
、
一
二
人
の
同
人
で
五
万
人
の
収
容
者

に
向
け
て
作
っ
た
。
そ
の
約
一
年
間
を
影
山
は
、「
文
字
ど
お
り
“
読

者
と
と
も
に
”
の
生
活
で
あ
り
、“
読
者
と
い
っ
し
ょ
に
つ
く
る
”
新

聞
で
あ
っ
た
」
と
振
り
返
っ
て
い
る
。

復
社
後
影
山
は
、『
婦
人
朝
日
』
の
社
内
モ
ニ
タ
ー
を
務
め
た
。
同

誌
の
読
者
投
稿
欄
か
ら
、「
書
け
る
女
性
た
ち
」
が
全
国
各
地
に
潜
在

し
て
い
る
こ
と
が
影
山
の
印
象
に
残
っ
た
。

そ
し
て
家
庭
欄
デ
ス
ク
を
命
じ
ら
れ
、
第
一
号
の
企
画
を
考
え
る

過
程
で
、
上
記
レ
ポ
ー
ト
を
思
い
出
し
、
先
の
一
節
を
頭
の
な
か
で
次

の
よ
う
に
置
き
か
え
る
。「
封
建
的
社
会
の
欠
陥
を
つ
こ
う
と
す
る
女

性
大
衆
の
意
見
が
も
っ
て
い
る
力
は
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。

こ
の
よ
う
に
し
て
、「
ひ
と
と
き
」
の
誕
生
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
 5

。

な
お
影
山
の
主
著
と
し
て
知
ら
れ
る
著
作
は
、『
新
聞
投
書

論
―
―
民
衆
言
論
の
一
〇
〇
年
』（
現
代
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
出
版
会
、

一
九
六
八
年
）
な
ら
び
に
増
補
版
の
『
読
者
の
言
論
―
―
歴
史
と
展

望
《
増
補
版
・
新
聞
投
書
論
》』（
同
、
一
九
七
六
年
）
で
あ
る
。
両

者
の
「
あ
と
が
き
」
に
あ
る
よ
う
に
、「
今
日
い
ま
の
投
書
の
問
題

を
、
新
聞
誕
生
以
来
一
〇
〇
年
に
も
お
よ
ぶ
日
本
の
民
衆
の
言
論
と

行
動
に
よ
る
意
思
表
示
の
歴
史
と
結
び
つ
け
て
考
え
る
こ
と
に
し
た
」 6 

書
物
で
あ
る
。

朝
日
新
聞
社
内
に
お
け
る
経
歴
か
ら
も
、
両
者
が
刊
行
さ
れ
た
の

は
、
定
年
退
職
後
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
上
記

第
三
に
挙
げ
た
立
教
大
学
在
職
時
で
あ
る
。

本
稿
は
、
こ
の
立
教
大
学
在
職
時
の
影
山
の
活
動
の
一
端
を
論
じ

る
も
の
で
あ
る
。
結
論
を
先
に
述
べ
る
と
、
朝
日
新
聞
社
入
社
以
前

の
時
期
す
な
わ
ち
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
在
学
時
の
中
国
人
留
学
生

と
の
か
か
わ
り
と
、
立
教
大
学
在
職
時
の
活
動
に
連
続
性
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
か
ら
、
こ
れ
ま
で
は
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ

た
、「
影
山
三
郎
と
ア
ジ
ア
」
と
い
う
構
図
を
浮
び
あ
が
ら
せ
た
い
と

考
え
て
い
る
。
先
の
拙
稿
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
影
山
を
学
術
的
な

テ
ー
マ
と
し
た
著
作
は
管
見
の
限
り
見
ら
れ
な
い
 7

。
し
た
が
っ
て

本
稿
は
、
学
術
雑
誌
に
発
表
さ
れ
た
、
初
め
て
の
影
山
論
と
な
ろ
う
。
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二　
�

立
教
大
学
在
職
時
の
影
山
三
郎 （
一
） ―
―
そ
の
概
要

影
山
は
一
九
六
八
年
一
〇
月
二
三
日
付
で
、
立
教
大
学
の
「
非
常

勤
講
師
（
社
会
学
部
・
社
会
学
研
究
科
）」
を
委
嘱
さ
れ
て
い
る
。
任

期
は
、
一
九
六
九
年
三
月
三
一
日
ま
で
で
あ
る
 8

。
影
山
は
、
後
述

す
る
「
マ
ス
コ
ミ
教
授
法
試
論
」
に
お
い
て
、
立
教
大
学
で
後
期
か
ら

急
に
新
聞
原
論
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
旨
を
述
べ
て
い
る
 9

。

こ
れ
以
降
の
影
山
の
担
当
科
目
と
担
当
時
の
肩
書
に
つ
い
て
、
立

教
大
学
社
会
学
部
の
井
川
充
雄
氏
に
、
過
去
の
『
履
修
要
項
』
を
お

調
べ
い
た
だ
い
た
。
表
は
、
井
川
氏
が
作
成
し
て
く
だ
さ
っ
た
も
の

に
一
部
分
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
に
よ
る
と
、
影
山
は
一
九
六

八
年
度
後
期
か
ら
一
九
八
一
年
度
ま
で
立
教
大
学
に
在
職
し
て
い
る
。

学
部
の
講
義
科
目
を
一
九
六
八
年
度
か
ら
一
九
八
一
年
度
ま
で
、
大

学
院
科
目
を
一
九
七
二
年
度
か
ら
一
九
八
一
年
度
ま
で
担
当
し
て
い

る
（
一
九
七
五
年
度
は
大
学
院
の
『
履
修
要
項
』
が
所
蔵
さ
れ
て
い

な
い
）。
一
九
七
六
年
度
は
教
授
を
務
め
て
い
る
。
立
教
大
学
の
定
年

は
六
五
歳
で
あ
り
影
山
は
教
授
就
任
時
に
六
四
歳
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
教
授
で
あ
っ
た
の
は
一
年
間
で
あ
る
 10
。

影
山
は
教
授
で
あ
っ
た
一
九
七
六
年
に
演
習
で
「
新
聞
に
関
す
る

読
者
の
意
見
調
査
」
を
全
国
規
模
で
お
こ
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
一
九

表：『履修要項』にみる影山三郎担当科目一覧（井川充雄氏作成のものに一部分加筆）

年度 肩書 学部講義科目 演習科目 演習科目 大学院科目
1968 記載なし （新聞原論）

1969 非常勤講師 マス・コミ特講（2）

1970 非常勤講師 メディア論（1）活字メディア

1971 非常勤講師 メディア論（1）活字メディア

1972 非常勤講師 メディア論（1）活字メディア 応用社会学特殊講義
（マスコミ批判方法論）

1973 非常勤講師 メディア論（1）活字メディア 応用社会学特殊講義
（マスコミ批判方法論）

1974 非常勤講師 メディア論（1）活字メディア 応用社会学特殊講義
（マスコミ批判方法論）

1975 非常勤講師 メディア論（1）活字メディア （履修要項の所蔵なし）

1976 教授 メディア論（1）活字メディア 基礎演習 演習（1）、演習（2）、
卒業論文指導演習

マス・メディア批判方
法論演習

1977 非常勤講師 メディア論（1）活字メディア 演習（1）、卒業論文
指導演習

マス・メディア批判方
法論演習

1978 非常勤講師 メディア論（1）活字メディア 新聞学特殊演習（3)

1979 非常勤講師 メディア論（1）活字メディア 新聞学特殊演習（3)

1980 非常勤講師 メディア論（1）活字メディア 新聞学特殊演習（3)

1981 非常勤講師 メディア論（1）活字メディア 新聞学特殊演習（3)

1982 以降、記載なし 以降、記載なし
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七
七
年
度
・
一
九
七
八
年
度
ま
で
自
主
ゼ
ミ
と
し
て
継
続
さ
れ
た
。

こ
れ
を
影
山
は
、『
総
合
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
研
究
』
一
九
七
九
年
冬
季

号
（
一
月
）
か
ら
夏
季
号
（
七
月
）
ま
で
全
三
回
連
載
さ
れ
た
「
マ

ス
コ
ミ
教
授
法
試
論
」
に
お
い
て
報
告
し
た
。
ま
た
、
調
査
の
中
間

報
告
を
、
一
九
七
六
年
一
〇
月
二
三
日
に
立
教
大
学
で
開
か
れ
た
日

本
新
聞
学
会
（
現
・
日
本
メ
デ
ィ
ア
学
会
）
一
九
七
六
年
度
秋
季
研

究
発
表
会
に
お
い
て
お
こ
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
立
教
大
学
在
職
時
の
影
山
は
、
ど
の
よ
う
な
教
師
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。「
マ
ス
コ
ミ
教
授
法
試
論
１
―
―
新
聞
読
者
の
意
見

調
査
を
中
心
に
」
に
お
い
て
、「
現
在
、
助
手
。
博
士
課
程
」
と
紹
介

さ
れ
て
い
る
奥
野
昌
宏
氏
（
一
九
四
六
年
生
ま
れ
）
に
、
二
〇
一
九

年
八
月
二
一
日
に
お
話
を
う
か
が
っ
た
。

奥
野
氏
と
影
山
と
の
出
会
い
は
、
大
学
院
の
授
業
を
通
じ
て
の
も

の
だ
っ
た
と
い
う
。
影
山
を
当
時
ど
の
よ
う
に
ご
覧
に
な
ら
れ
て
い

た
の
か
や
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
の
質
問
に
、
奥
野
氏

は
こ
う
答
え
て
く
れ
た
。

	

影
山
先
生
は
一
口
で
言
う
と
、
非
常
に
誠
実
な
人
で
あ
る
の

と
、
そ
れ
か
ら
開
か
れ
た
人
な
ん
で
す
。
ま
じ
め
で
誠
実
で
、

か
つ
開
か
れ
た
、
権
威
主
義
的
な
と
こ
ろ
が
ま
っ
た
く
な
い
人

な
ん
で
す
。
私
が
承
知
し
て
る
限
り
で
は
。
そ
う
い
う
も
の
に

対
し
て
非
常
に
距
離
を
置
く
感
じ
の
人
で
し
た
。
そ
う
い
う
こ

と
も
あ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
し
、
戦
時
中
の
経
験
等
々
も
あ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
ん
で
す
が
、
ア
ジ
ア
の
留
学
生
と
か
、
ア
ジ
ア

の
人
た
ち
に
対
し
て
非
常
に
オ
ー
プ
ン
マ
イ
ン
デ
ッ
ド
な
感
じ

だ
っ
た
ん
で
す
。
ア
ジ
ア
の
留
学
生
な
ん
か
、
結
構
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
に
面
倒
見
て
た
り
し
た
ん
で
す
。
八
ケ
岳
の
山
麓
に
、
私
は

行
っ
た
こ
と
な
い
ん
で
す
が
、
よ
く
話
に
出
て
き
た
ん
で
す
が
、

八
ケ
岳
に
山
小
屋
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
別
荘
を
お
持
ち
で
 11
、

そ
れ
で
、
よ
く
留
学
生
を
連
れ
て
自
分
の
車
で
行
っ
て
過
ご
し

た
り
、
そ
こ
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
た
り
し
た
ん
だ
と
思
う

ん
で
す
が
。
し
て
た
み
た
い
で
す
ね
。

影
山
の
誠
実
さ
に
つ
い
て
奥
野
氏
は
、
学
生
・
留
学
生
・
若
い
研

究
者
に
対
し
、
言
う
こ
と
を
非
常
に
真
剣
に
聞
く
と
と
も
に
同
じ
目

の
高
さ
で
話
を
す
る
姿
勢
だ
っ
た
と
話
し
て
く
れ
た
。
こ
こ
に
は
、

「
ひ
と
と
き
」
を
発
案
し
た
考
え
方
と
通
じ
る
も
の
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
よ
う
。

さ
ら
に
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
ア
ジ
ア
か
ら
の
留
学
生
を
大

切
に
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
影
山
と
ア
ジ
ア
の
留
学
生
と
の
交
流

は
、
東
京
帝
国
大
学
在
学
時
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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三　
�

東
京
帝
国
大
学
在
学
時
の
影
山
三
郎
―
―
曹
禺
『
雷

雨
』
の
翻
訳

影
山
は
上
記
「
マ
ス
コ
ミ
教
授
法
試
論
１
」
の
な
か
で
、「
新
劇

は
、
私
自
身
、
高
校
時
代
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
欠
か
さ
ず
の
フ
ァ
ン
で

も
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
 12
。
影
山
は
東
京
帝
国
大
学
在
学
中
に
中

国
の
戯
曲
『
雷
雨
』
を
中
国
人
留
学
生
と
共
訳
し
、
出
版
し
た
。
こ

の
経
緯
を
、
影
山
自
身
が
綴
っ
た
全
四
回
の
連
載
「『
雷
雨
』
翻
訳
の

こ
ろ
」（『
悲
劇
喜
劇
』
一
九
八
一
年
八
月
号
～
一
一
月
号
）
に
依
拠

し
、
た
ど
り
た
い
。

一
九
三
五
年
四
月
二
七
日
か
ら
三
日
間
、
一
橋
講
堂
で
午
後
六
時

か
ら
一
一
時
ま
で
中
華
話
劇
同
好
会
の
第
一
回
公
演
が
お
こ
な
わ
れ

た
。
演
目
は
、
曹
禺
（
一
九
一
〇
～
一
九
九
六
）『
雷
雨
』 13
で
あ
る
。

日
本
に
留
学
中
の
男
女
の
中
国
人
留
学
生
が
演
じ
た
。
影
山
は
二
七

日
に
招
待
券
を
入
手
し
、
同
日
観
劇
し
て
い
る
。

終
演
後
『
雷
雨
』
に
興
奮
し
て
い
た
影
山
は
、「
文
章
に
表
現
し
て

し
ま
わ
な
け
れ
ば
眠
れ
そ
う
も
な
い
」
気
持
ち
で
、
朝
ま
で
か
け
て

四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
三
枚
に
ま
と
め
た
。
こ
れ
を
影
山
は
『
帝
国

大
学
新
聞
』
に
投
稿
し
た
。
影
山
の
「
中
華
演
劇
を
理
解
せ
よ
」
は
、

同
紙
五
月
六
日
号
「
季
節
の
旗
」
欄
に
掲
載
さ
れ
た
。

こ
の
な
か
で
影
山
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。「
去
月
末
三
日
間
に
亘
つ

て
、
中
華
留
日
学
生
に
依
つ
て
公
演
さ
れ
た
曹
禺
作
「
雷
雨
」
四
幕

は
そ
の
主
た
る
目
的
が
存
京
留
学
生
に
対
す
る
慰
安
親
睦
に
あ
つ
た

に
せ
よ
、
吾
々
に
取
つ
て
支
那
演
劇
に
対
す
る
既
成
概
念
を
根
底
か

ら
覆
す
も
の
と
し
て
非
常
に
有
益
な
も
の
で
あ
つ
た
」。
そ
し
て
『
雷

雨
』
を
紹
介
し
た
の
ち
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

	

由
来
、
支
那
現
代
文
化
の
受
容
ほ
ど
立
遅
れ
て
居
る
も
の
は

な
い
。
ジ
ヨ
イ
ス
が
問
題
に
さ
れ
、
ジ
イ
ド
が
喧
し
く
取
上
げ

ら
れ
て
居
な
が
ら
支
那
の
文
学
は
極
く
少
数
の
批
評
家
の
関
心

を
も
喚
び
起
し
て
居
な
い
。
魯
迅
、
周
作
人
等
に
し
た
と
こ
ろ

で
、
そ
の
作
品
の
紹
介
は
全
く
九
牛
の
一
毛
に
も
及
ん
で
居
な

い
状
態
で
あ
る
。
恐
ら
く
吾
々
が
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
の
作
品
を
咀
嚼

し
、
嚥
下
し
、
消
化
し
得
る
よ
り
も
遥
に
容
易
で
あ
ら
う
彼
等

の
作
品
を
吾
々
は
不
幸
に
し
て
瞥
見
す
る
こ
と
さ
へ
出
来
な
い
。

	

こ
の
不
自
然
さ
の
原
因
も
多
々
あ
ら
う
が
我
国
の
支
那
文
学

者
達
の
ク
ラ
シ
ツ
ク
偏
重
が
重
要
な
一
因
を
な
し
て
居
る
こ
と

は
否
め
な
い
。
そ
れ
が
為
、
大
多
数
の
人
々
の
支
那
文
学
に
対

す
る
概
念
は
古
典
の
尺
度
に
依
つ
て
歪
曲
さ
れ
翻
訳
輸
入
の
労

を
惜
ま
ぬ
理
解
者
に
欠
乏
し
て
居
る
有
様
で
あ
る
。

	
上
演
脚
本
の
払
底
に
頭
を
悩
ま
し
て
ゐ
る
我
国
の
大
小
新
劇

団
は
遠
く
欧
米
の
脚
本
選
択
に
徒
ら
な
努
力
を
払
ふ
よ
り
一
層
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隣
邦
の
最
近
に
於
け
る
成
果
に
眼
を
向
け
是
が
翻
訳
上
演
を
企

画
す
べ
き
で
あ
る
 14
。

こ
の
記
事
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
影
山
は
中
華
話
劇
同
好
会
の
リ
ー

ダ
ー
で
あ
り
『
雷
雨
』
で
主
役
「
周
萍
」
を
演
じ
た
邢
振
鐸
と
出
会

う
。
邢
は
、
東
京
商
科
大
学
の
留
学
生
で
あ
っ
た
。
影
山
は
五
月
五

日
前
後
か
ら
、
邢
と
『
雷
雨
』
の
翻
訳
に
着
手
し
た
。
そ
し
て
六
月

下
旬
に
、
二
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
九
八
〇
枚
以
上
に
わ
た
る
訳
稿
を

完
成
さ
せ
た
。

い
っ
ぽ
う
、
中
華
話
劇
同
好
会
は
同
年
一
〇
月
一
二
日
・
一
三
日

に
第
二
回
公
演
を
一
橋
講
堂
で
お
こ
な
っ
た
。
洪
深
『
五
奎
橋
』
と

李
健
吾
『
這
不
過
是
春
天
』
で
あ
る
。
影
山
は
演
出
に
参
加
し
た
。

そ
れ
と
と
も
に
、
筋
書
や
解
説
を
書
い
て
日
本
人
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
用
意
す
る
役
割
を
に
な
っ
た
。
影
山
は
留
学
生
た
ち
と
一
緒
に
、

初
日
を
緊
張
し
て
迎
え
た
。

初
日
に
、
観
客
と
し
て
来
場
し
て
い
た
秋
田
雨
雀
と
影
山
は
面
識

を
得
る
。『
雷
雨
』
訳
稿
を
読
ん
だ
秋
田
に
三
上
於
兎
吉
を
紹
介
さ

れ
、
共
訳
の
『
雷
雨
』
は
、
三
上
・
長
谷
川
時
雨
夫
妻
の
サ
イ
レ
ン

社
で
出
版
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

続
い
て
秋
田
は
『
五
奎
橋
』
の
翻
訳
を
求
め
、
影
山
は
邢
と
『
五

奎
橋
』
を
訳
し
た
。
こ
れ
は
、
秋
田
雨
雀
編
集
『
テ
ア
ト
ロ
』
一
九

三
六
年
一
月
号
の
巻
頭
に
掲
載
さ
れ
た
 15
。

『
雷
雨
』
は
一
九
三
六
年
二
月
に
サ
イ
レ
ン
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。

巻
頭
の
曹
の
近
影
に
続
き
、
秋
田
・
郭
沫
若
・
曹
が
序
文
を
寄
せ
て

い
る
。

一
九
五
一
年
春
先
ご
ろ
原
書
を
購
入
し
た
影
山
は
、「
訳
し
直
さ
な

け
れ
ば
と
思
い
た
っ
た
」。
邢
と
連
絡
を
と
る
こ
と
が
で
き
ず
、
影
山

は
同
年
夏
か
ら
仕
事
の
余
暇
に
『
雷
雨
』
の
翻
訳
を
少
し
ず
つ
進
め

た
。
こ
れ
は
、
一
九
五
三
年
四
月
、
未
來
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。

「
訳
者
あ
と
が
き
」
の
末
尾
で
影
山
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。「
あ
ら
た

め
て
日
本
語
に
移
す
に
当
つ
て
は
、
中
国
で
舞
台
と
ス
ク
リ
ー
ン
の

「
雷
雨
」
に
た
び
た
び
接
し
て
い
る
在
京
の
演
劇
研
究
家
、
劉リ

ュ
ウ
ペ
イ
タ
ン

佩
丹
氏

の
協
力
を
え
た
。
さ
ら
に
東
京
大
学
文
学
部
中
国
文
学
教
室
の
倉
石

武
四
郎
教
授
を
わ
ず
ら
わ
し
、
訳
稿
の
閲
読
を
お
願
い
し
た
。
ま
た

日
本
中
国
友
好
協
会
の
島
田
政
雄
、
久
松
公
両
氏
な
ら
び
に
松
枝
茂

夫
、
岡
崎
俊
夫
両
氏
は
じ
め
中
国
文
学
専
攻
の
か
た
が
た
に
、
い
ろ

い
ろ
と
非
才
を
補
つ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
た
だ
芝

居
好
き
と
い
う
だ
け
で
出
来
る
こ
と
で
は
な
い
。
こ
こ
に
、
お
せ
わ

に
な
つ
た
か
た
が
た
の
お
名
前
を
挙
げ
て
、
厚
く
お
礼
申
上
げ
る
次

第
で
あ
る
」。

こ
れ
に
続
き
、
次
の
よ
う
に
綴
っ
て
い
る
。
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私
た
ち
の
す
ぐ
隣
り
に
い
る
中
国
の
人
々
は
、
日
常
の
家
庭
生

活
で
、
ど
ん
な
こ
と
を
語
り
合
い
、
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
喜
び
、
そ
の
悩
み
な
ど
、
中
国
の
男
性

と
女
性
、
老
人
と
青
年
の
心
理
の
一
端
を
知
る
こ
と
も
、
私
た

ち
の
生
活
に
、
こ
れ
か
ら
い
つ
そ
う
必
要
な
も
の
と
考
え
、
私

は
こ
の
劇
の
紹
介
を
思
い
た
つ
た
。
民
衆
の
心
を
と
ら
え
、
そ

の
糧
と
な
つ
て
い
る
芸
術
を
知
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
そ
の
国
の

人
々
の
心
に
、

わ
ず
か
で
も
近

づ
け
る
よ
う
な

喜
び
を
、
私
は

感
じ
る
 16
。

「
中
華
演
劇
を
理

解
せ
よ
」
の
文
末
に

お
い
て
影
山
は
「
隣

邦
の
最
近
に
於
け
る

成
果
に
眼
を
向
け
」

る
こ
と
を
主
張
し
て

い
た
（
図
）。「
隣
邦
」

と
い
う
「
私
た
ち
の

す
ぐ
隣
り
」
の
存
在
を
知
る
こ
と
、
あ
る
い
は
「
ち
ま
た
の
こ
え
」

に
耳
を
傾
け
る
発
想
は
、「
ひ
と
と
き
」
発
案
に
つ
い
て
述
べ
た
次
の

文
章
と
重
な
る
考
え
方
で
あ
る
。

	

「
封
建
的
社
会
の
欠
陥
を
衝
こ
う
と
す
る
女
性
大
衆
の
意
見
が

も
っ
て
い
る
力
は
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

	

人
口
の
過
半
数
を
占
め
る
女
性
。
選
挙
権
を
よ
う
や
く
獲
得

し
、
国
政
を
左
右
す
る
力
を
も
っ
た
女
性
層
。
そ
の
女
性
た
ち

が
、
こ
こ
ろ
の
な
か
で
、
な
に
を
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
“
わ
れ
わ
れ
”
は
知
ら
な
い
。
わ

ず
か
の
女
性
評
論
家
を
通
じ
、
間
接
的
に
し
か
知
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
農
山
漁
村
、
都
市
、
津
々
浦
浦
の
女
性
た
ち
とマ

マ

新
聞

の
中
に
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
誘
い
込
み
、
日
常
の
暮
ら
し
の
な
か
で

考
え
て
い
る
こ
と
を
、
あ
り
の
ま
ま
に
書
い
て
も
ら
お
う
…
女

性
が
自
分
自
身
の
目
で
見
、
こ
こ
ろ
で
感
じ
、
そ
し
て
考
え
た

こ
と
を
、
ひ
と
り
ひ
と
り
、
自
分
自
身
の
ペ
ン
で
表
現
す
る
…
…

こ
れ
こ
そ
ニ
ュ
ー
ス
だ
。

	

単
に
家
庭
欄
だ
け
の
ニ
ュ
ー
ス
で
は
な
い
。「
新
聞
」
全
体
と

し
て
、
き
わ
め
て
貴
重
な
、
珠
玉
の
ニ
ュ
ー
ス
価
値
が
あ
る
。

あ
る
は
ず
だ
。
女
性
発
言
の
場
を
新
聞
の
紙
面
に
用
意
し
よ
う
。

「
ひ
と
と
き
」
欄
の
発
想
は
、
こ
の
と
き
、
ひ
と
つ
の
理
念
に
裏

図：�1956年８月に来日した曹禺（左）と影山三郎（出典：
『悲劇喜劇』1981年10月号）
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打
ち
さ
れ
た
明
確
な
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
結
晶
し
た
。
意
欲
が
、

あ
る
確
信
を
伴
っ
て
、
わ
き
お
こ
っ
て
き
た
 17
。

『
雷
雨
』
翻
訳
に
い
た
っ
た
発
想
と
「
ひ
と
と
き
」
を
発
案
し
た
考

え
方
に
、
共
通
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

四　

�

立
教
大
学
在
職
時
の
影
山
三
郎 （
二
） ―
―
ア
ジ
ア
の

留
学
生
と
の
か
か
わ
り
と 『
朝
日
ア
ジ
ア
レ
ビ
ュ
ー
』

前
節
で
は
東
京
帝
国
大
学
在
学
時
の
影
山
の
留
学
生
と
の
か
か
わ

り
を
見
た
。
本
節
で
は
ま
ず
、
立
教
大
学
在
職
時
の
そ
れ
を
紹
介
し

た
い
。
こ
れ
を
考
え
る
と
き
重
要
な
人
物
に
、
卓
南
生
氏
（
一
九
四

二
年
生
ま
れ
）
が
い
る
。
卓
氏
は
一
九
六
六
年
に
来
日
し
、
早
稲
田

大
学
政
治
経
済
学
部
新
聞
学
科
を
卒
業
の
の
ち
、
立
教
大
学
大
学
院

社
会
学
研
究
科
博
士
課
程
を
修
了
し
て
い
る
。

卓
氏
は
一
九
八
九
年
に
大
学
教
員
（
東
京
大
学
新
聞
研
究
所
助
教

授
）
に
な
っ
て
以
来
の
日
本
に
か
ん
す
る
論
文
等
を
ま
と
め
た
『
日

本
の
ア
ジ
ア
報
道
と
ア
ジ
ア
論
』（
日
本
評
論
社
）
を
、
二
〇
〇
三
年

に
上
梓
し
た
。
同
書
の
中
表
紙
の
裏
に
は
、
こ
う
書
か
れ
て
い
る
。

「
来
日
し
て
以
来
、
陰
ひ
な
た
に
な
っ
て
私
を
励
ま
し
、
支
え
て
下

さ
っ
た
故
影
山
三
郎
先
生
と
、
文
夫
人
に
感
謝
し
、
本
書
を
捧
げ
た

い
と
思
う
」。

巻
頭
の
「
は
じ
め
に　

日
本
と
の
出
会
い
」
は
、
一
一
頁
に
渡
っ

て
い
る
。
酒
井
寅
吉
・
小
山
栄
三
・
殿
木
圭
一
・
千
葉
雄
次
郎
・
米

山
桂
三
（
記
述
の
順
）
と
い
っ
た
、
メ
デ
ィ
ア
研
究
者
と
の
直
接
・

あ
る
い
は
著
作
物
を
と
お
し
て
の
出
会
い
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
そ
し

て
最
後
に
「
影
山
三
郎
先
生
と
の
出
会
い
」
と
の
小
見
出
し
の
も
と
、

影
山
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

	

７
年
余
の
日
本
留
学
の
間
、「
ア
ジ
ア
」「
ア
ジ
ア
報
道
」
な

ど
の
問
題
で
最
も
率
直
に
議
論
が
で
き
、
浅
か
ら
ぬ
影
響
を
受

け
た
の
は
、
立
教
大
学
の
影
山
三
郎
教
授
で
あ
っ
た
。
影
山
先

生
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
出
身
で
、『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
編
集

長
、『
朝
日
新
聞
』
論
説
委
員
な
ど
を
務
め
た
。
当
時
は
ま
だ
立

教
大
学
の
非
常
勤
講
師
（
の
ち
に
教
授
と
な
っ
た
）
で
あ
っ
た

が
、
真
剣
な
授
業
と
学
生
に
対
す
る
思
い
や
り
は
、
専
任
の
教

授
た
ち
に
は
及
ば
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。
影
山
先
生
は
学
生
の

論
文
を
事
細
か
に
添
削
し
、
学
生
を
し
ば
し
ば
自
宅
に
招
い
て

夜
遅
く
ま
で
語
り
、
私
だ
け
で
な
く
他
大
学
の
留
学
生
た
ち
も

よ
く
面
倒
を
み
て
い
た
。
あ
る
時
、
ア
ジ
ア
人
留
学
生
の
下
宿

探
し
が
難
し
い
と
聞
い
た
先
生
は
、
自
宅
の
庭
に
留
学
生
用
の

宿
舎
を
建
て
る
こ
と
を
夫
人
と
真
剣
に
考
え
ら
れ
た
が
、
私
た

ち
留
学
生
が
思
い
と
ど
ま
ら
せ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
れ
で
留
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学
生
た
ち
は
、
影
山
先
生
を
現
代
の
「
藤
野
先
生
」
と
称
え
た

も
の
で
あ
っ
た
。

影
山
が
「
学
生
を
し
ば
し
ば
自
宅
に
招
い
て
」
い
た
こ
と
は
、
奥

野
氏
ら
、
立
教
大
学
在
職
時
の
影
山
を
直
接
知
る
か
た
が
た
か
ら
も

う
か
が
っ
て
い
る
。
ま
た
上
記
の
文
章
は
、
ア
ジ
ア
か
ら
の
留
学
生

を
大
切
に
し
て
い
た
旨
の
奥
野
氏
の
語
り
の
裏
づ
け
と
も
な
ろ
う
。

影
山
の
自
宅
を
訪
問
し
た
と
き
の
こ
と
を
、
卓
氏
は
こ
う
回
想
し

て
い
る
。

	

「
戦
争
」
と
「
ア
ジ
ア
」
に
か
か
わ
っ
た
世
代
の
日
本
人
と
こ

う
し
た
問
題
を
率
直
に
語
る
際
、
時
と
し
て
緊
張
と
感
情
の
高

ぶ
り
を
招
く
こ
と
が
あ
る
。
影
山
先
生
の
自
宅
で
、
戦
前
の
日

本
の
暗
い
時
代
が
話
題
に
な
っ
た
と
き
、
あ
る
学
生
が
「
先
生

は
な
ぜ
反
抗
し
な
か
っ
た
か
」
と
質
問
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て

影
山
先
生
は
、
当
時
の
軍
国
主
義
の
状
況
を
説
明
す
る
一
方
、

自
殺
し
た
い
ほ
ど
悔
や
ん
で
い
る
と
声
を
高
め
て
真
情
を
吐
露

さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
先
生
の
激
高
し
た
姿
に
私
た
ち
は
感
動

し
た
が
、
心
配
し
た
夫
人
は
、
こ
う
し
た
話
題
は
も
う
や
め
て

ほ
し
い
、
と
何
度
か
こ
っ
そ
り
学
生
た
ち
に
懇
願
さ
れ
た
こ
と

が
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
卓
氏
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。
日
本
と
ア
ジ
ア
の
関
係
性

に
つ
い
て
の
影
山
の
考
え
の
一
端
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

	

影
山
先
生
は
、
日
本
人
が
戦
争
を
阻
止
で
き
な
か
っ
た
こ
と

を
ず
っ
と
悔
や
み
、
戦
後
の
「
逆
コ
ー
ス
」
を
苦
々
し
く
思
っ

て
い
た
と
、
先
生
が
亡
く
な
っ
た
の
ち
夫
人
か
ら
聞
か
さ
れ
た
。

先
生
の
晩
年
の
口
癖
は
、「
日
本
が
ア
ジ
ア
と
真
の
友
好
関
係
を

築
く
に
は
、
も
う
一
回
敗
戦
す
る
必
要
が
あ
り
そ
う
だ
」
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
。
影
山
先
生
は
、
平
和
を
愛
す
る
率
直
な
日
本

人
の
心
を
代
表
し
て
い
た
よ
う
に
思
う
。

第
一
節
で
見
た
よ
う
に
影
山
は
一
九
六
六
年
一
〇
月
に
朝
日
新
聞

社
を
定
年
退
職
し
、
一
九
七
二
年
一
〇
月
ま
で
出
版
局
嘱
託
勤
務
を

し
て
い
た
。
こ
の
期
間
の
多
く
は
、
立
教
大
学
在
職
時
と
重
な
っ
て

い
る
。
朝
日
新
聞
社
は
一
九
七
〇
年
三
月
一
日
に
、
季
刊
の
『
朝
日

ア
ジ
ア
レ
ビ
ュ
ー
』
を
創
刊
し
た
（
一
九
七
八
年
一
二
月
休
刊
）。
同

誌
は
、
一
九
七
〇
年
代
の
日
本
外
交
の
緊
急
課
題
は
日
中
関
係
の
正

常
化
で
あ
る
と
い
う
趣
旨
の
も
と
創
刊
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
 18
。
卓

氏
に
よ
る
と
、
影
山
は
同
誌
の
副
編
集
長
を
打
診
さ
れ
た
と
い
う
。

	

１
９
７
０
年
代
初
め
、『
朝
日
新
聞
』
は
日
中
復
交
の
動
き
に
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歩
調
を
合
わ
せ
て
、『
朝
日
ア
ジ
ア
レ
ビ
ュ
ー
』
の
創
刊
を
準
備

し
、
影
山
先
生
に
副
編
集
長
を
依
頼
し
た
が
、
当
初
、
先
生
は

こ
れ
を
躊
躇
し
、
先
輩
た
ち
に
相
談
し
た
の
ち
、
や
っ
と
こ
の

仕
事
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
影
山
先
生
の
世
代
の
良

心
的
な
学
者
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
と
っ
て
、「
ア
ジ
ア
」
は
確

か
に
扱
い
に
く
い
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
 19
。

こ
の
『
朝
日
ア
ジ
ア
レ
ビ
ュ
ー
』
の
一
九
七
〇
年
冬
季
号
（
第
四

号
）
で
は
、「
ア
ジ
ア
留
学
生
と
日
本
」
と
い
う
特
集
が
さ
れ
て
い

る
。
同
特
集
は
四
本
の
記
事
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
三
本
目
に
、
田

中
宏
氏
（
一
九
三
七
年
生
ま
れ
）「
ア
ジ
ア
留
日
学
生
年
史
」
が
七
頁

に
わ
た
り
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
八
九
五
年
五
月
の
「
慶

応
義
塾
に
朝
鮮
留
学
生
、
集
団
で
入
塾
（
一
一
四
人
）」
に
始
ま
る

「
留
学
生
年
史
」
と
「
関
連
事
項
」
の
二
段
で
構
成
さ
れ
た
年
表
で
あ

る
 20
。
田
中
氏
は
、
当
時
財
団
法
人
ア
ジ
ア
学
生
文
化
協
会
に
勤
務

し
て
い
た
 21
。

田
中
氏
に
二
〇
二
〇
年
二
月
二
一
日
に
お
話
を
う
か
が
っ
た
。
同

氏
は
、
単
独
で
影
山
の
自
宅
を
訪
問
し
た
こ
と
は
な
く
、
先
に
影
山
と

面
識
を
得
て
い
た
卓
氏
や
、
複
数
の
留
学
生
と
行
っ
て
い
た
と
い
う
。

影
山
と
の
あ
い
だ
で
戦
前
の
留
学
生
の
事
件
な
ど
が
よ
く
話
題
に

な
っ
て
お
り
、
二
段
組
の
年
表
を
作
成
す
る
ア
イ
デ
ア
を
影
山
か
ら

提
供
さ
れ
、
先
の
「
ア
ジ
ア
留
日
学
生
年
史
」
を
作
成
し
た
。

田
中
氏
は
一
九
七
三
年
夏
季
号
（
第
一
四
号
）
に
は
、
ア
ジ
ア
で

発
表
さ
れ
た
二
本
の
文
章
の
翻
訳
を
寄
せ
て
い
る
（
田
中
氏
は
一
九

七
二
年
五
月
に
愛
知
県
立
大
学
の
教
員
に
な
っ
て
い
る
）。
一
本
は
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
『
星
洲
日
報
』
一
九
七
二
年
一
〇
月
二
二
日
付
に

掲
載
さ
れ
た
遙
雲
「
日
本
と
東
南
ア
ジ
ア
の
関
係
―
―
日
本
の
「
ア

ジ
ア
通
」
の
東
南
ア
ジ
ア
論
を
評
す
―
―
」
で
あ
る
。
も
う
一
本
は
、

方
修
「
馬
華
新
文
学
と
そ
の
発
展
過
程
」
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
も
六

本
の
原
稿
と
一
本
の
翻
訳
を
寄
せ
て
い
る
。

筆
者
が
田
中
氏
に
、
影
山
に
会
っ
た
と
き
に
印
象
に
残
っ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、
田
中
氏
は
次
の
よ
う
に
答
え
て
く
れ
た
。

	

東
大
の
中
国
の
留
学
生
と
交
流
し
て
た
こ
ろ
の
様
子
を
想
い

出
し
て
話
を
し
て
く
れ
た
こ
と
っ
て
の
は
、
す
ご
く
印
象
に
残
っ

て
ま
す
ね
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
田
中
氏
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
な
か
で
次
の

よ
う
に
も
語
っ
て
く
れ
た
。

	
昔
の
東
大
の
学
生
時
代
の
と
き
の
あ
れ
と
、
今
目
の
前
に
い

る
卓
君
と
の
あ
れ
っ
て
の
は
、
か
ぶ
り
な
が
ら
ね
、
結
構
芝
居
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の
話
を
し
て
く
れ
た
よ
う
な
気
が
す
る
ん
だ
よ
ね
。
そ
の
と
き

非
常
に
思
い
出
深
く
と
い
う
の
か
な
、
そ
れ
は
話
し
な
が
ら
目

の
前
に
い
る
卓
君
と
重
ね
て
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
っ
て
い
う
、
そ

う
い
う
感
じ
は
す
ご
く
持
ち
ま
し
た
ね
。

	

『
雷
雨
』
に
、
な
ん
か
関
わ
っ
て
、
手
伝
っ
た
の
か
、
一
緒
に

や
っ
た
の
か
ま
っ
た
く
よ
く
知
ら
な
い
け
ど
も
。
そ
れ
は
聞
い

た
こ
と
あ
っ
て
。
だ
か
ら
私
の
理
解
で
は
、
た
ぶ
ん
東
大
の
学

生
の
と
き
の
中
国
留
学
生
と
の
出
会
い
と
い
う
の
か
、
そ
れ
が

た
ぶ
ん
ベ
ー
ス
に
あ
る
ん
だ
ろ
う
と
。
卓
君
と
つ
な
が
る
の
は

ね
。
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
で
影
山
さ
ん
の
ほ
う
が
や
っ
ぱ

り
留
学
生
に
つ
い
て
は
、
特
別
な
思
い
と
い
う
の
が
、
学
生
時

代
の
延
長
線
上
で
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
の
は
ひ
と

つ
あ
り
ま
す
ね
。
だ
か
ら
そ
れ
が
卓
君
を
結
び
付
け
、
そ
し
て

私
は
ア
ジ
ア
文
化
会
館
の
留
学
生
の
会
館
に
い
た
の
で
、
そ
の

関
係
で
そ
れ
に
う
ま
く
く
っ
つ
い
て
行
く
日
本
人
み
た
い
な
感

じ
で
付
き
合
っ
た
と
い
う
、
そ
ん
な
感
じ
で
す
よ
ね
。

こ
こ
に
、
影
山
が
東
京
帝
国
大
学
在
学
時
に
留
学
生
と
交
流
を
持
っ

た
こ
と
と
、
立
教
大
学
在
職
時
に
留
学
生
を
大
切
に
し
た
こ
と
と
の

連
続
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

五　
影
山
三
郎
と
ア
ジ
ア

以
上
の
議
論
か
ら
、
次
の
二
点
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

第
一
に
、
影
山
は
、『
雷
雨
』
を
共
訳
す
る
な
ど
、
東
京
帝
国
大
学

在
学
中
に
中
国
の
留
学
生
た
ち
と
か
か
わ
り
を
持
っ
た
。
こ
れ
が
、

立
教
大
学
在
職
時
の
留
学
生
を
大
切
に
し
た
姿
勢
と
連
続
し
て
い
る
。

第
二
に
、
影
山
は
東
京
帝
国
大
学
在
学
時
に
、「
隣
邦
」
に
「
眼
を

向
け
」
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
朝
日
新
聞
社
入
社
後
に
は
「“
ち
ま
た

の
こ
え
”
に
き
く
」
と
い
う
発
想
が
、「
ひ
と
と
き
」
の
ひ
と
つ
の

ル
ー
ツ
と
な
っ
た
。
そ
し
て
「
ひ
と
と
き
」
に
よ
っ
て
、「
人
口
の
過

半
数
を
占
め
る
」「
女
性
た
ち
が
、
こ
こ
ろ
の
な
か
で
、
な
に
を
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
」
を
「
あ
り
の
ま
ま
に
書
い
て
も
ら
お

う
」
と
し
た
。
立
教
大
学
在
職
時
に
は
、
田
中
氏
に
年
表
を
作
成
し

て
も
ら
う
な
ど
、『
朝
日
ア
ジ
ア
レ
ビ
ュ
ー
』
と
い
う
、
広
く
ア
ジ
ア

を
見
つ
め
る
媒
体
に
か
か
わ
っ
た
。

こ
の
第
二
の
点
に
つ
い
て
は
、
同
時
代
的
に
は
『
雷
雨
』
と
い
う

翻
訳
書
・「
ひ
と
と
き
」
と
い
う
投
稿
欄
・『
朝
日
ア
ジ
ア
レ
ビ
ュ
ー
』

と
い
う
雑
誌
と
い
う
各
メ
デ
ィ
ア
を
と
お
し
て
、「
ち
ま
た
の
こ
え
」

を
と
ら
え
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
歴
史
的
に
は
『
新

聞
投
書
論
』
と
い
う
書
籍
を
と
お
し
て
「
ち
ま
た
の
こ
え
」
を
と
ら

え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
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本
稿
で
は
、
朝
日
新
聞
社
就
職
以
前
の
東
京
帝
国
大
学
時
代
の
ア

ジ
ア
と
の
か
か
わ
り
と
、
立
教
大
学
在
職
時
の
ア
ジ
ア
と
の
か
か
わ

り
と
の
つ
な
が
り
と
い
う
、
メ
デ
ィ
ア
史
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
影
山

像
で
は
欠
落
し
て
い
た
も
の
を
補
っ
た
。
な
お
第
一
節
で
紹
介
し
た
、

立
教
大
学
在
職
時
の
読
者
調
査
に
つ
い
て
は
、
他
日
を
期
し
た
い
。

と
こ
ろ
で
吉
見
俊
哉
は
、「
一
九
八
九
年
か
ら
二
〇
一
九
年
ま
で
の

「
平
成
」
の
三
〇
年
間
は
、
一
言
で
い
え
ば
「
失
敗
の
時
代
」
だ
っ

た
」
と
し
、「「
平
成
」
と
い
う
失
敗
に
つ
い
て
の
一
種
の
博
物
館
を
、

一
冊
の
本
の
な
か
に
実
現
す
る
こ
と
」
を
「
試
み
」
た
 22
『
平
成
時

代
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
九
年
）
の
結
論
部
分
で
こ
う
述
べ
て
い

る
。「
ア
ジ
ア
と
の
関
係
を
根
本
的
に
再
構
築
し
よ
う
と
し
な
い
日
本

に
も
未
来
は
な
い
」 23
。

こ
の
指
摘
に
か
ん
が
み
る
と
、
影
山
三
郎
を
単
な
る
過
去
の
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
と
見
な
す
の
で
は
な
く
、「
影
山
三
郎
と
ア
ジ
ア
」
と
い
う

視
座
か
ら
再
評
価
を
し
、
学
び
を
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

【
注
】

1	

「「
ひ
と
と
き
」
生
み
の
親　

影
山
三
郎
氏
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
九
二
年
七

月
一
一
日
朝
刊
三
一
面
。

2	

『
曙
光
新
聞
』
に
つ
い
て
は
、
影
山
三
郎
編
『
レ
イ
テ
島
捕
虜
新
聞
―
―
絶

望
か
ら
文
化
創
造
へ
』
立
風
書
房
、
一
九
七
五
年
、
影
山
三
郎
編
（
香
内
三
郎

解
説
）『
レ
イ
テ
島
曙
光
新
聞
物
語   

増
補
版
〈
レ
イ
テ
島
捕
虜
新
聞
〉』
彩
光

社
、
一
九
八
〇
年
、
影
山
三
郎
編
『〈
縮
刷
版
〉
レ
イ
テ
島
の
曙
光
新
聞
―
―

手
作
り
新
聞
に
み
る
捕
虜
生
活
』
彩
光
社
、
一
九
八
〇
年
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

3	

以
上
、
阪
本
博
志
「
解
題
『
朝
日
新
聞
家
庭
面
「
ひ
と
と
き
」
欄
の
三
十

年
―
―
戦
後
マ
ス
コ
ミ
読
者
論
』」
影
山
三
郎
（
阪
本
博
志
編
・
解
題
）『
朝
日

新
聞
家
庭
面
「
ひ
と
と
き
」
欄
の
三
十
年
―
―
戦
後
マ
ス
コ
ミ
読
者
論
』
別
巻
、

金
沢
文
圃
閣
、
二
〇
一
九
年
、
一
八
二
頁
。

4	

「
追
悼
」『
朝
日
人
』
一
九
九
二
年
八
・
九
月
合
併
号
、
一
六
七
頁
。

5	

以
上
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
影
山
三
郎
「
投
書
欄
の
拡
大
と
開
発
」『
新
聞

研
究
』
一
九
六
五
年
二
月
号
、
二
五
頁
。

6	

影
山
三
郎
『
新
聞
投
書
論
―
―
民
衆
言
論
の
一
〇
〇
年
』
現
代
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
出
版
会
、
一
九
六
八
年
、
三
二
二
頁
。
影
山
三
郎
『
読
者
の
言
論
―
―
歴

史
と
展
望
《
増
補
版
・
新
聞
投
書
論
》』
現
代
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
出
版
会
、
一

九
七
六
年
、
三
五
五
頁
。

7	

阪
本
、
前
掲
「
解
題
」、
一
六
八
頁
。

8	

「
人
事
」『
立
教
大
学
学
報
』
第
二
一
五
号
、
一
九
六
八
年
一
一
月
一
〇
日
、

三
頁
。

9	

影
山
三
郎
「
マ
ス
コ
ミ
教
授
法
試
論
１
―
―
新
聞
読
者
の
意
見
調
査
を
中
心

に
」『
総
合
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
研
究
』
一
九
七
九
年
冬
季
号
、
一
〇
九
頁
、
一

一
〇
頁
。

10	

立
教
大
学
社
会
学
部
二
十
五
周
年
記
念
誌
委
員
会
編
『
立
教
大
学
社
会
学
部

二
十
五
周
年
記
念
誌
』
立
教
大
学
社
会
学
部
二
十
五
周
年
記
念
事
業
委
員
会
、
一
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九
八
三
年
、
一
〇
五
頁
、
一
〇
六
頁
に
お
い
て
も
教
授
在
職
期
間
を
確
認
し
た
。

11	
影
山
が
八
ケ
岳
に
「
木
造
の
小
さ
な
家
を
建
て
」
て
い
た
こ
と
は
、
影
山
三

郎
「
八
ケ
岳
へ
の
道
」『
立
教
』
第
八
〇
号
、
一
九
七
七
年
に
て
確
認
で
き
る
。

12	

影
山
、
前
掲
「
マ
ス
コ
ミ
教
授
法
試
論
１
」、
一
一
二
頁
。

13	

佐
治
俊
彦
に
よ
る
『
集
英
社　

世
界
文
学
大
事
典
』
の
「
曹
禺
」
の
解
説
で

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
１
９
２
８
年
南
開
大
学
政
治
科
に
入

学
、
翌
年
清
華
大
学
西
洋
文
学
科
に
転
じ
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
、
チ
ェ
ー
ホ
フ
、

ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
な
ど
を
学
び
、
特
に
ユ
ー
ジ
ン
・
オ
ニ
ー
ル
に
傾
倒
し
た
。
33

年
大
学
卒
業
、
在
学
中
に
執
筆
し
た
戯
曲
『
雷
雨
』（
解
説
後
出
）
が
巴は

金き
ん

の

推
薦
で
34
年
に
発
表
さ
れ
、
35
年
東
京
に
お
け
る
留
日
学
生
の
上
演
が
好
評
を

博
し
て
よ
り
、
そ
の
後
30
年
間
で
も
っ
と
も
多
く
演
じ
ら
れ
た
劇
と
な
り
、
中

国
新
劇
に
新
時
代
を
画
す
る
こ
と
と
な
っ
た
」。『
雷
雨
』
の
解
説
は
こ
う
結
ば

れ
て
い
る
。「
中
国
に
真
の
近
代
劇
を
も
た
ら
し
た
記
念
碑
的
作
品
と
い
え
よ

う
」（
佐
治
俊
彦
「
曹
禺
」『
世
界
文
学
大
事
典
』
編
集
委
員
会
編
『
集
英
社　

世

界
文
学
大
事
典
』
第
二
巻
、
集
英
社
、
一
九
九
七
年
、
七
五
七
頁
）。

		


『
岩
波　

世
界
人
名
大
辞
典
』
の
「
曹
禺
」
の
項
で
は
、
曹
禺
の
『
雷
雨
』

『
日
出
』（
一
九
三
六
年
）『
原
野
』（
一
九
三
七
年
）『
北
京
人
』（
一
九
四
一
年
）

な
ど
が
、「
現
在
も
な
お
繰
り
返
し
上
演
さ
れ
、
20
世
紀
の
中
国
演
劇
を
代
表

す
る
作
品
と
な
っ
て
い
る
」（
岩
波
書
店
辞
典
編
集
部
編
『
岩
波　

世
界
人
名

大
辞
典
』
第
一
分
冊
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
年
、
一
四
九
七
頁
）
と
末
尾
で

言
及
さ
れ
て
い
る
。

14	

影
山
三
郎
「
季
節
の
旗　

中
華
演
劇
を
理
解
せ
よ
」『
帝
国
大
学
新
聞
』
一

九
三
五
年
五
月
六
日
号
八
面
。
旧
制
高
校
・
帝
国
大
学
に
お
け
る
「
教
養
主
義

の
精
髄
は
西
欧
文
化
志
向
で
あ
る
」（
竹
内
洋
『
教
養
主
義
の
没
落
―
―
変
わ

り
ゆ
く
エ
リ
ー
ト
学
生
文
化
』
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
三
年
、
一
七
〇
頁
）。

こ
の
こ
と
に
か
ん
が
み
て
も
影
山
の
主
張
が
独
特
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
理

解
で
き
よ
う
。

15	

こ
の
号
の
「
編
集
後
記
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。「
そ
れ
に

し
て
も
こ
の
号
は
、
内
容
的
に
は
「
テ
ア
ト
ロ
」
の
健
在
を
示
し
得
る
も
の
で

あ
る
。
中
国
の
代
表
的
な
農
民
劇
「
五
奎
橋
」
を
読
ん
で
下
さ
い
。
立
派
な
作

品
で
は
な
い
か
。
先
に
中
華
同
学
新
劇
で
上
演
し
て
大
成
功
を
収
め
た
も
の
。

翻
訳
も
苦
心
の
か
ひ
あ
つ
て
立
派
な
も
の
だ
と
思
ふ
」（「
編
集
後
記
」『
テ
ア

ト
ロ
』
一
九
三
六
年
一
月
号
、
一
〇
二
頁
）。
こ
こ
か
ら
も
、
秋
田
か
ら
の
評

価
の
高
さ
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

16	

影
山
三
郎
「
訳
者
あ
と
が
き
」
曹
禺
（
影
山
三
郎
訳
）『
雷
雨
』
未
來
社
、
一

九
五
三
年
、
三
一
七
頁
‐
三
一
八
頁
。

17	

影
山
三
郎
「
メ
デ
ィ
ア
を
変
え
る
の
は
あ
な
た
」『
望
星
』
一
九
八
〇
年
七

月
号
、
二
六
頁
‐
二
七
頁
。

18	

朝
日
新
聞
出
版
局
『
朝
日
新
聞
出
版
局
五
十
年
史
』
朝
日
新
聞
出
版
局
、
一

九
八
九
年
、
四
一
四
頁
、
六
六
八
頁
。

19	

以
上
、
卓
南
生
『
日
本
の
ア
ジ
ア
報
道
と
ア
ジ
ア
論
』
日
本
評
論
社
、
二
〇

〇
三
年
、
九
頁
‐
一
〇
頁
。

20	
一
九
七
三
年
に
日
本
放
送
出
版
協
会
か
ら
、
永
井
道
雄
・
原
芳
男
・
田
中
宏

『
ア
ジ
ア
留
学
生
と
日
本
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
第
一
章
の
永
井
「
留

学
と
は
何
か
」
は
、「
ア
ジ
ア
留
学
生
と
日
本
」
特
集
の
四
本
目
の
記
事
で
あ

る
永
井
「
反
抗
す
る
留
学
生
た
ち
」
な
ら
び
に
『
東
京
新
聞
』
夕
刊
に
一
九
六
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二
年
九
月
九
日
か
ら
一
一
日
ま
で
永
井
が
連
載
し
た
「
ア
ジ
ア
人
の
日
本
留
学
」

に
補
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
第
三
章
の
原
「
留
学
に
つ
い
て
の
ア
ジ
ア

の
現
状
」
も
、『
朝
日
ア
ジ
ア
レ
ビ
ュ
ー
』
一
九
七
一
年
夏
季
号
「
日
本
留
学

生
の
現
地
追
跡
レ
ポ
ー
ト

―
東
南
ア
ジ
ア
を
ま
わ
っ
て
」
が
一
部
使
用
さ
れ

て
い
る
。
同
書
巻
末
の
田
中
「
ア
ジ
ア
留
日
学
生
史
年
表
」
も
、「
ア
ジ
ア
留

日
学
生
年
史
」
に
追
加
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

21	

田
中
氏
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、「
田
中
宏
名
誉
教
授
略
歴
」『
一
橋
論
叢
』
二

〇
〇
一
年
二
月
号
（
第
一
二
五
巻
第
二
号
）
も
参
照
し
た
。

22	

吉
見
俊
哉
『
平
成
時
代
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
九
年
、
六
頁
。

23	

吉
見
、
前
掲
書
、
二
四
八
頁
。

付
記
：
立
教
大
学
時
代
の
影
山
三
郎
に
つ
い
て
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に
お
い
て

は
、（
お
話
を
う
か
が
っ
た
順
に
）
奥
野
昌
宏
氏
・
卓
南
生
氏
・
竹
之
内
裕
一
氏
・

八
田
正
信
氏
・
森
聰
氏
・
田
中
宏
氏
・
金
容
権
氏
・
三
浦
正
人
氏
に
ご
協
力
を
い

た
だ
い
た
。

影
山
に
つ
い
て
は
、
有
馬
真
喜
子
氏
に
も
お
話
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
い
た
。
ま

た
、「
ひ
と
と
き
」
欄
に
一
九
五
四
年
四
月
掲
載
さ
れ
た
投
書
を
き
っ
か
け
に
同

年
七
月
に
結
成
さ
れ
た
サ
ー
ク
ル
「
希
交
会
」
の
主
要
な
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た

方
々
に
も
、
影
山
に
お
会
い
に
な
ら
れ
た
と
き
の
こ
と
を
う
か
が
っ
た
。

文
献
調
査
に
お
い
て
は
、
井
川
充
雄
氏
・
宮
川
英
一
氏
（
立
教
大
学
立
教
学
院

史
資
料
セ
ン
タ
ー
）
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

影
山
に
つ
い
て
の
調
査
の
過
程
で
は
、
畑
山
美
和
子
氏
・
前
田
浩
次
氏
に
も
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

記
し
て
感
謝
し
た
い
。

な
お
本
研
究
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費15 K03855

・18 K02001

の
助
成
を
受
け

た
も
の
で
あ
る
。

（
帝
京
大
学
文
学
部
教
授
）




